
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

心身ともに健康になろう！ 

八 坂 中 学 校  保健室      

保 健 だ よ り  

令 和 ３ 年 1 2 月 ６ 日 

  

  12月に入り、日の入りの時間が早くなって

きました。辺りが暗くなるのも早く、冬の訪れを

感じます。夕暮れ時は交通事故が起きやすい時

間帯です。登下校時はくれぐれも気をつけるよ

うにしましょう。 

 また、寒くなると、ポケットに手を入れたまま

歩いている人をよく見かけます。そのまま転倒

してしまうと大けがにつながることもありま

す。防寒対策もしっかりしましょう。 

 

 １２月の保健目標 
 

感染症を予防しよう！ 

 

 

☆保健委員会では、明日から教室の湿度を少しでも上げて、感染症を予防する為にペーパータオルを使った「加

湿器」を教室に設置します。ぶつかってしまうと水がこぼれてしまうので、注意しましょう。 



換気をしよう！ 
 

 

＊＊＊インフルエンザにかかったら・・・＊＊＊ 
『インフルエンザ』と診断された場合は、「出席停止」となります。学校へ連絡をお願いします。

また、出席停止の期間はそれぞれの疾病によって期間が異なります。感染症拡大予防の観点から、

登校の際は必ず医師の診断を受けてから登校をお願いいたします。 

☆登校の際は「登校届」の提出をお願いします。（「登校届」は HPよりダウンロードできます。） 

 ☆インフルエンザ出席停止 早見表☆ 

☆インフルエンザの出席停止期間は「発症して5日経過」し、かつ「解熱した後2日」です。 

（※その後は、解熱した日によって出席停止日が延期されていきます。） 

 発症日 

0日目 

発症後 

1日目 

発症後 

２日目 

発症後 

３日目 

発症後 

４日目 

発症後 

５日目 

発症後 

６日目 

発症後 

７日目 

発症後 

８日目 

例１ 発症後1日目

に解熱した場合  
解熱  

    登校可能

 

  

例２  発症後２日

目に解熱した場合   
解熱   

   登校可能

 

  

例３ 発症後３日

目に解熱した場合    
解熱  

  登校可能

 

  

例４  発症後４日

目に解熱した場合     
解熱  

  登校可能

 

 

例５ 発症後５日

目に解熱した場合      
解熱  

  登校可能

 

☆インフルエンザの出席停止期間は「発症して5日経過」し、かつ「解熱した後2日」です。 

（※その後は、解熱した日によって出席停止日が延期されていきます。） 

★発症日（０日目）は、病院に受診した日ではなく、インフルエンザ症状（発熱、関節痛など）が始まった日のこと 

をいいます。 

★個人によって症状や経過は違いますので、かかりつけの医師にご相談ください。 

★インフルエンザの疑いがある場合は、病院の受診をお願いします。 

 

感染症予防対策として各クラスにお願いして

いることの一つとして「換気」があります。感染

症予防においては、ウイルスを同じ場所に留まら

せないということが大切です。また、学習環境の

面からは、教室を閉め切りのままでいると、二酸

化炭素濃度が上がり、そのため、脳に酸素が不足

するため頭痛が起きたり眠くなったりしてしま

います。学習環境を整える意味でも、換気をする

ことは大切なのです。 

換気のポイントは「空気の通り道を長く作るこ

と」です。部屋の対角線上にある窓やドアを開け

ると空気の通り道を長く作ることができ、効率よ

く換気ができます。また、閉め切りにせず、常時、

窓やドアを 20 センチ程度開けておくと換気す

ることができます。 


